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夜を彩るイルミネーション & 打ち上げ花火
10 月 28 日に町立体育館で行われたくらて星空シアター。
同日午前中から開催されたくらて元気まつりに引き続いて
の開催となり、町内外から参加した多くの人がビンゴ大会
や映画の鑑賞を楽しみました。写真は映画終了後に会場の
外で行われたイルミネーション点灯式と打ち上げ花火の様
子です。商工会青年部の皆さんによって準備された７万球
のイルミネーションと 1,200 発の花火が鞍手の夜を明る
く彩りました。

このイルミネーションは毎日17:30から21:00まで点灯しています（12月28日（金）まで）。
また、今年も12月23日（日・祝）18:00から中央公民館で真ん中くらてコンサートを開催しますので、
イルミネーションと併せてお楽しみください�



少年の主張11 月３日に中央公民館で行われた
第 33 回「少年の主張」大会。
町内の小学５・６年生、中学生の代表者
15 人が自らの思いを主張しました。
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主張した子どもたち（敬称略・写真左上段から　 ）

�田代　遥花（室木小）『小さな勇気をもって』

�合原　琉要（新延小）『ぼくの挑戦』

�宮谷　若菜（西川小）『森林と共に生きる』

�白木亮太郎（剣北小）『まわりの人を大切にすること』

�花田　涼輔（古月小）『いつかドイツのように』

�浅田　義和（剣南小）『あきらめない気持ちと自信』

小学校６年生の部

主張した子どもたち（敬称略・写真左から）

�寺本　瑠奈（鞍手中１年）『私の親戚』
�井上　歌音（鞍手中２年）『私たちにできること』
�西塚　百香（鞍手中３年）『東日本大震災によって』

中学生の部
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伝えたい　　
　　　　ことがある今

小学校５年生の部

主張した子どもたち（敬称略・写真左上段から　 ）

�松野　香利（室木小）『お米作りの楽しさ』

�安永　匠汰（新延小）『世界平和に向けての小さな一歩』

�宮ヶ谷磨八郎（西川小）『「生きる」ということ』

�貝﨑ひなた（剣北小）『成長するって心地いい』

�甲斐虹太郎（古月小）『僕を変えた言葉』

�木龍　花音（剣南小）『命を守るために』

教育長講評
　今年の少年の主張大会は、どの内容も自分が体験したり、じっくり考えたりしてしっかりした論旨に基づ
いた内容でした。発表の態度につきましても、落ち着いて堂々と発表ができており、発表者の皆さんがいか
に練習に励まれたかがうかがえました。
　自分の体験から、他人事ではなく今自分にできることを考えて具体的に行動し、前向きに成長していこう
とする姿を感じ取ることができました。また、発表者の鋭い感性や豊かな表現力、生き生きとした表情、真
剣なまなざしを目の当たりにして、本当に強く感銘を受けました。私たち大人が気が付かなかった学ぶべき
内容がたくさんあったと思います。素晴らしい発表をありがとうございました。
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まちの話題 My Town Topics

　10 月 28 日、2018 くらて元気まつりが行われました。
会場となった文化体育総合施設内では、焼きそば、唐揚げ
などの飲食物や町内でとれた農産物の販売、消防はしご車
の試乗体験、バザーなど今年も多種多様な出店が見られま
した。また、イベントステージでは、のぞみ保育園・西川
第一保育所の子どもたちによる太鼓や踊り、ピエロのつよ
ぽんさん（町内在住）によるバルーンショー、杉山瑞樹さ
ん（町内在住）による歌のステージなどがあり、会場を大
いににぎわせていました。今年はくらて星空シアターと共
同開催となったこともあり、この日は朝から夜までくらて
で楽しめる一日となったようです。

くらての元気が大集合�
▶ 2018 くらて元気まつり

松
ま つ し た

下桜
さ く ら

子ちゃん
平成27年12月22日生まれ
今のブームは勝手にマニキュ
ア、口紅つけておばけに変身�
女子力アゲアゲ。物干し竿は
鉄棒がわりのやんちゃ娘。こ
れからもワガママ炸裂で大き
くなぁーれ�（父　有輝さん・
母　己由希さん・中山）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳までのちびっ
子を募集しています。１月生まれは、12月10日（月）までに申し込んでください。
　お申し込みの際は、➊顔写真のデータ（持込みの場合はプリント写真も可）➋お
名前➌生年月日➍メッセージ（80文字以内）➎保護者氏名➏住所➐連絡用の電話
番号を jouhou@town.kurate.lg.jpにメールでお送りいただくか、役場政策推進課
（☎４２局２１１１番）までお持ちください。

お待ちしています

　11 月９日からの全国火災予防週間に合わせ、11 日、宮若
市・小竹町・鞍手町の消防団と消防本部が合同で防火パレー
ドを行いました。
　今年は、鞍手町で出発式を行った後、消防車両８台が３
市町を「カンカーン、カンカーン」と警鐘を鳴らしながら駆
け抜け、火の用心を呼びかけました。これから空気が乾燥
し、火災が起こりやすい季節になります。就寝前や出掛け
る前にはしっかりと火の元を確認するなど火の取り扱いには
十分に注意しましょう。

警鐘、町に鳴り響く
▶秋季火災予防啓発パレード

10 月６日、福岡市で子どもの見守
り活動など地域の安全・安心を考え
るイベント「平成 30 年度安全・安心
まちづくり県民の集いふくおか」が

行われました。その
中で、地域の防犯活
動等に貢献した人に
対 す る 表 彰 が 行 わ
れ、垰岡昌秀さん（新

北）が防犯栄誉銀章（警察庁長官・全国防犯協会連合会会
長連盟表彰）を、松尾健一さん（八尋）が防犯栄誉銅章（全
国防犯協会連合会会長表彰）を受章されました。また、室
木小学校区育成部会も防犯功労団
体として表彰されました。

いずれの表彰も、青色防犯パト
ロール隊での子どもの見守り活動
や声かけなど町の安全・安心、防
犯意識の高揚に大きく貢献した功
績が評価されたものです。これか
らも町の安全・安心を見守ってく
ださい。

地域の安全は地域で守る
▶垰岡昌秀さんと松尾健一さんに表彰状
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　町の自治振興のため、町民の模範となるような善行が
あった人や永年にわたって町政の振興に寄与した人を表彰
する鞍手町表彰式。今年は４人が選ばれ、11 月２日、役
場で表彰式がありました。受章者には、町長から表彰状と
記念品が贈られ、来賓を代表して町議会議長からお祝いの
言葉が贈られました。
●永年勤続表彰受章者（写真左から）　
湯浅道弘さん、篠原守成さん、許斐英幸さん、久保田正之さん

永年の功績をたたえて
▶ 11 月２日、鞍手町表彰式

ふうせんバレーで仲間と協力
▶町立体育館で子ども会体育大会

　11 月８日、トライアル鞍手店前で地域包括支援センター
とくらて病院、やすらぎ園在宅介護支援センターの多職種
協働によるキャンペーンティッシュの配布が行われまし
た。包括支援センタ―では、住み慣れた地域で自分らしく
暮らしていけるように、在宅医療と介護を一体的に提供で
きる体制を構築することを目的として医療介護連携事業に
取り組まれています。皆さんもこの機会にご自身の健康に
ついて考えてみてはいかがでしょうか。

11 月 11 日は介護の日
▶在宅医療介護連携推進キャンペーン事業

小
こ な が み つ

長光涼
り ょ う ま

真くん
平成29年12月22日生まれ
りっくん１歳のお誕生日おめ
でとう�笑顔がステキな我が
家のアイドルです♪お兄ちゃ
んたちに負けないよう…強く
たくましく育ってね☆（父　貴
裕さん・母　早織さん・中山）

植
う え き

木  楓
かえで

ちゃん
平成29年12月３日生まれ
楓ちゃん、１歳のお誕生日おめ
でとう。楓の笑顔で家族みんな
癒やされます。生まれてきてく
れてありがとう�（父　保貴さ
ん・母　尚子さん・弥生）12月生まれ

Happy birthday to you.

すくすく日記

　11 月 11 日、中央公民館で鞍手町男女共同参画ネット
と町の共催による鞍手町男女共同参画講演会が開催されま
した。講師は飯塚市防災危機管理監の吉田英紀さん。吉田
さんは、陸上自衛官として日本各地を赴任、現在は飯塚市
で防災現場の最前線で活躍されています。講演会では女性
目線に立った災害発生時の対応や災害支援活動の重要性に
ついて解説されました。
　吉田さん自身の経験に基づいたお話は、とてもわかりや
すく、参加者にも好評だったようです。

女性目線の災害支援活動
▶中央公民館で平成 30 年度男女共同参画講演会

　10 月 21 日、町立体育館で子ども会体育大会が行われま
した。競技種目は昨年から実施されている、ふうせんバレー
ボール。簡単そうな響きとは裏腹に、動きの読めない風船
をチーム全員がそれぞれ１回ずつ触ってから相手コートに
返さなければならず、選手たちは常にハラハラドキドキの
状態です。また、風の抵抗を強く受ける風船では、相手コー
トに突き刺さるようなアタックを打つことも容易ではありま
せんが、この日のために練習を重ねた選手たちは、磨いた
テクニックを駆使して得点を奪っていました。
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。
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Ｆ
Ｃ
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会
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Ｆ
Ｃ
選
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11
月
10
日
、
古
月
小
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の
児
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が
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か
ら
夏

に
か
け
て
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収
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運
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す
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ま
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間
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央

公
民
館
で
「
ひ
ま
わ
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過
程
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作
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し
た
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す
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で
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く
だ
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Ｆ
Ｃ
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中
旬
か
ら
行
わ
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た
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区
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Ａ
第
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日
本
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サ
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選
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会
福
岡
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中
央
大
会
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に
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進

め
ま
し
た
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予
選
で
は
劇
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な

試
合
を
し
、
１
戦
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戦
、
力
を
つ
け
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
チ
ー

ム
目
標
『
チ
ー
ム
プ

レ
ー
を
大
事
に
し
、

自
分
た
ち
で
考
え
て

行
動
す
る
サ
ッ
カ
ー

で
常
に
上
を
目
指
す

�
』
を
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に
中
央
大

会
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も
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手
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Ｆ
Ｃ
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し
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プ
レ
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し
、
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て
き
ま
す
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郡
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
�

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
11
日
、
小
竹
町
立
体
育
館
で
第
63
回
鞍
手
郡
民

体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鞍

手
町
の
チ
ー
ム
は
、
団
体
戦
で
２
年
連
続
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
�

今
後
も
鞍
手
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を
盛
り
上
げ
る
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

福
岡
駅
伝
町
村
の
部
で

鞍
手
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チ
ー
ム
が
活
躍
�

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
18
日
、
筑
後
市
の
筑
後
広
域
公
園
周
回
コ
ー
ス

に
お
い
て
第
５
回
市
町
村

対
抗
「
福
岡
駅
伝
」
が
開

催
さ
れ
、
県
下
市
町
村
60

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
鞍
手
町
チ
ー
ム
は
町

村
の
部
に
お
い
て
３
位
入

賞
。
２
年
連
続
３
位
と
鞍

手
町
選
手
団
の
実
力
を
見

せ
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
激
走
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

来
年
１
月
13
日
は
鞍
手
町
成
人
式

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

平
成
30
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
12

月
初
旬
に
往
復
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま

す
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
後
に
町
外

に
転
出
し
て
い
る
人
で
、
鞍
手
町
の
成

人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育
課
生
涯
学
習
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
☎
４
２
局
７
２

０
０
番
ま
で

人
権
の
大
切
さ
を
考
え
る
ひ
と
と
き
を
。

人
権
週
間
の
集
い
講
演
会
を
行
い
ま
す

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。
こ
れ
に
合

わ
せ
町
で
は
、
今
年
も
「
人
権
週
間
の
集
い
」
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
人
権
は
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で

す
。
皆
さ
ん
も
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
と
き　

12
月
４
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
よ
る
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
☎
４
２
局
７
２

０
０
番
ま
で
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Relay Essay

昨
今
、
お
墓
を
代
々
受
け
継
ぎ
守
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

報
道
を
目
に
す
る
。
そ
ん
な
テ
レ
ビ
を
観
な

が
ら
自
分
に
は
関
係
の
な
い
話
だ
と
何
気

な
く
過
ご
し
て
い
た
。
私
自
身
、
お
墓
の
話

な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
の
ん
び
り

考
え
て
い
た
。
し
か
し
現
実
、
父
が
亡
く
な

り
墓
を
ど
う
す
る
か
、
納
骨
堂
を
買
わ
な
い

と
い
け
な
い
な
ど
、
次
々
と
問
題
発
生
。
そ

ん
な
こ
ん
な
で
お
寺
へ
行
く
こ
と
も
多
く

な
り
、
小
さ
い
こ
ろ
は
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て

毎
日
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

た
。
何
も
わ
か
ら
ず
お
菓
子
を
も
ら
え
る
の

を
楽
し
み
に
行
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
今

回
、
こ
の
よ
う
に
お
墓
の
相
談
や
ご
住
職
の

お
話
を
聞
き
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
、
ご
住
職
の
穏

や
か
な
表
情
、
話
し
方
に
安
心
し
た
気
持
ち

に
な
っ
た
。

お
墓
の
話
か
ら
離
れ
る
が
私
も
気
が
付

け
ば
定
年
間
近
の
お
婆
さ
ん
に
な
り
、
自
分

の
環
境
も
変
化
し
て
き
て
い
る
の
だ
。
仕

事
で
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
そ
の
方
々
の
お
話
を
聞
く

こ
と
で
勉
強
に
な
る
し
、
ト
ゲ
ト
ゲ
し
た
心

も
穏
や
か
に
な
る
の
だ
。
歳
を
重
ね
て
い
く

と
表
情
で
人
の
心
も
読
め
る
よ
う
に
な
る

の
か
と
驚
く
こ
と
も
あ
る
。
昔
は
人
生
50
年

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
延
び
て
い
て
、

80
年
、
90
年
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
身
体
が
元
気
で
楽
し
い
人
生
を
送
れ
る

よ
う
に
努
力
と
向
上
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、

日
々
感
謝
を
忘
れ
ず
生
活
し
て
い
こ
う
と

考
え
る
。
そ
の
中
で
折
に
触
れ
て
思
い
出
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
も
自
分
の
経
験
を

話
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
と
り

と
め
の
な
い
内
容
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
よ

い
経
験
に
な
り
、
次
の
エ
ッ
セ
イ
を
受
け
て

い
た
だ
い
た
方
へ
感
謝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
福
美
さ
ん
（
弥
生
・
58
歳
）

VOL
236

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
福
本
満
寿
夫
さ
ん
（
室
木
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
方眼編みで編んで
みました。前身頃、
後中心に透かし模様
を入れ、衿のふち編
みは少し変化をつけ
てみました。ステキ
なベストが出来上が
りました

奈木野ツヤ子さん
（い牟田） クラフト

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で

白
熱
の
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
18
日
、
町
立
体
育
館
で

第
17
回
鞍
手
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
、
連
係
の
取
れ

た
プ
レ
ー
を
披
露
し
、
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。（
丸
数
字
は

順
位
、
丸
数
字
の
後
は
チ
ー
ム
名
）

●
ミ
ッ
ク
ス
の
部　

①
弥
生
区
②
西
区

●
フ
リ
ー
の
部　

①
中
山
本
村
区
②
新
中
山
区
Ｂ

③
弥
生
区
Ｃ
チ
ー
ム

森  恵津子さん
（新北）

自宅の庭の木、ドイツトウヒの木の枝
と球果（松ぼっくり）を使用して大型リー
スを作成しました。テーマは自然体！（縦
横：80cm×80cm）

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
展
の
入
賞
作
品
を

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
直
鞍
・
遠
賀
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

静
岡
県
熱
海
市
に
あ
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
で
は
、
毎
年
全
国
の
小
・
中
学
校
を
対
象

に
児
童
作
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
鞍
手
町
内
の
各
小
学
校
か
ら
多
数
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
11
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
18
日
（
火
）
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
賞
者　

▽
古
月
小････

熊
井
菜
月
、
花
田  

唯
、
谷
口
夏
海
、
熊
井
彩
月
、

梶
栗
安
純
、
梶
栗
大
雅
、
谷
口
美
咲
、
谷
口  

渚

　

▽
西
川
小････

中
武
せ
り
な
、
小
滝
大
地
、
上
村
萌
彩
、
篠
田
理
花

　

▽
新
延
小････

佐
伯
芽
衣
、
大
坪
さ
く
ら

　

▽
剣
北
小････

河
津
星
空
、
田
中
希
歩
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですINFORMATIONBook

／ 12 月の休館日は、５日（水）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

今月新しく入りました。 ※12月の新刊は、３日（月）からの貸出となります。

め
ん
た
べ
よ
う

作
＝
小
西
英
子

う
ど
ん
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
そ
ば
、
ラ
ー

メ
ン
…
皆
さ
ん
は
ど
の
麺
が
一
番
食

べ
た
い
で
す
か
？
こ
の
絵
本
は
麺
好

き
必
見
！
み
ん
な
大
好
き
美
味
し
い
麺
を
描
い

た
、
食
べ
物
絵
本
で
す
。
ど
の
場
面
も
絵
が
と

て
も
お
い
し
そ
う
に
描
か
れ
て
い
て
、
あ
た
た

か
な
湯
気
や
だ
し
の
香
り
が
漂
っ
て
き
そ
う
な

臨
場
感
に
満
ち
て
い
ま
す
。
読
む
だ
け
で
お
な

か
が
減
っ
て
、
麺
を
食
べ
に
行
き
た
く
な
る
よ

う
な
絵
本
で
す
！

北
の
町
で
ひ
っ
そ
り
と
営
業
し
て
い
る
オ

ル
ゴ
ー
ル
店
で
は
、
音
が
聞
こ
え
す
ぎ

る
風
変
わ
り
な
店
主
が
、“
お
客
様
の

心
に
流
れ
る
曲
”
を
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
仕
立
て
て

く
れ
ま
す
。
耳
の
聞
こ
え
な
い
少
年
、音
楽
の
夢

を
あ
き
ら
め
た
バ
ン
ド
少
女
、不
仲
だ
っ
た
父
の

法
事
で
帰
郷
し
た
男
性
、
長
年
連
れ
添
っ
た
妻

が
倒
れ
途
方
に
暮
れ
る
老
人
な
ど
、
オ
ル
ゴ
ー

ル
店
に
訪
れ
た
客
は
、
心
の
中
に
流
れ
て
い
る

曲
を
聴
い
て
作
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
お
ス
ス
メ
だ

と
店
主
に
言
わ
れ
て
、
半
信
半
疑
で
依
頼
を
し

ま
す
。
そ
の
後
完
成
し
た
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
聞
い

て
み
る
と
…
？　

彼
ら
の
心
に
は
、
ど
ん
な
音

楽
が
流
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
り
え
な
い
ほ
ど

う
る
さ
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
店

作
＝
瀧
羽
麻
子

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
飯
干
愛
理
さ
ん
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

楽しいお話
いっぱい
聞けるよ！

    一般の本

アウシュビッツの図書係（作＝アントニオ・イトゥルベ）
神に守られた島（作＝中脇初枝）
すぐ死ぬんだから（作＝内館牧子）
手軽でたのしいふわかわパステル画（作＝中村友美）

    子どもの本

おつきさまのおさんぽ（作＝カワチ・レン）
しろくまジローは　すもうとり（作＝ななもりさちこ）
ともだちドロボウ（作＝のぶみ）
ふねひこうきバスきしゃ（作＝塚本やすし）

中央公民館内のこどものとしょしつで、子どもを対象としたお話の会を行います。
親子で聞きに来てみませんか。
● と　き　12 月８日（土）午前 11 時から
● ところ　中央公民館（こどものとしょしつ）

蔵書点検のため、下記の期間中は図書室を全館休館とさせていただきます。休館中は図書の貸し出し、閲覧ができま
せん。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。
● と　き　12 月 17 日（月）から 21 日（金）まで

 子どものお話の会

 蔵書点検のため休館します
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上田臨床検査技師の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth
上
田
治
輝
・
う
え
だ
は
る
き
・
平
成
20
年
３
月
熊
本
保
健
科
学
大
学
卒
業
。
臨
床
検
査
技
師
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
く
ら
て
病
院
臨
床
検
査
科
勤
務
。

血
液
中
の
糖
が
慢
性
的
に
多
い
状

態
と
な
り
、血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続

く
こ
と
を
い
い
ま
す
。血
糖
値
を
下
げ

る
唯
一
の
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
イ
ン
ス

リ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
っ
て
起
こ
り
、

発
症
に
は
遺
伝
的
な
要
素
が
み
ら
れ

ま
す
が
、大
部
分
は
生
活
習
慣
に
よ
る

も
の
で
、
食
生
活
や
運
動
不
足
、
肥
満

な
ど
に
起
因
し
ま
す
。

軽
度
の
糖
尿
病
の
場
合
、
自
覚
症

状
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、悪
化

す
る
と
尿
量
が
多
く
な
る
、
喉
が
渇

く
、
体
重
減
少
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の

症
状
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。発
見
が
遅

れ
る
と
、全
身
の
血
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
、動
脈
硬
化
が
生
じ
心
臓
や
脳
血

管
の
病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
大
き
く
分
け
る
と
１
型

糖
尿
病
、２
型
糖
尿
病
、妊
娠
糖
尿
病

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

糖
値
②
75
グ
ラ
ム
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負
荷

試
験
１
２
０
分
値
③H

bA
1c

（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）の
３
つ
が
あ
り
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
基
準
で
診
断
さ

れ
ま
す
（
①
②
の
単
位
はm

g/dl

）。
左

下
図
「
糖
尿
病
診
断
基
準
」
参
照
。

●
正
常
型　

①
１
１
０
未
満
②
１
４
０

未
満
で
①
②
の
両
方
を
満
た
す
も
の

●
糖
尿
病
型　

①
１
２
６
以
上
②
２

０
０
以
上
で
①
②
の
い
ず
れ
か
ま

た
は
両
方
を
満
た
す
も
の

●
境
界
型　

正
常
型
に
も
糖
尿
病
型

に
も
属
さ
な
い
も
の

糖
尿
病
の
治
療
に
は
食
事
療
法
、

運
動
療
法
、
薬
物
療
法
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
が
、
基
本
と
な
る
の
は
食
事

療
法
と
運
動
療
法
で
す
。

適
度
な
運
動
を
継
続
し
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
適
切
な
量
の
食
事
を

１
型
糖
尿
病
は
若
い
人
に
多
く
、体

の
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
関
連
し
イ
ン
ス

リ
ン
が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
る
こ
と

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。２
型
糖
尿
病

は
中
高
年
に
多
く
、
遺
伝
因
子
と
環

境
因
子
が
関
連
し
イ
ン
ス
リ
ン
が
出

に
く
く
な
っ
た
り
、イ
ン
ス
リ
ン
の
効

き
が
悪
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
の
約

95
パ
ー
セ
ン
ト
は
２
型
糖
尿
病
と
さ

れ
て
い
ま
す
。妊
娠
糖
尿
病
は
胎
盤
の

ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
イ
ン
ス
リ
ン
が

効
き
に
く
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
起

こ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、出
産
後
に

は
血
糖
値
は
元
に
戻
り
ま
す
。２
型
糖

尿
病
の
場
合
、ゆ
っ
く
り
と
年
月
を
か

け
て
血
糖
値
が
高
く
な
り
、
正
常
型
・

境
界
型
・
糖
尿
病
型
の
３
段
階
を
経
て

糖
尿
病
に
至
り
ま
す
。

代
表
的
な
検
査
と
し
て
①
空
腹
時
血

糖
尿
病
と
は

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い

生
活
を
送
る
た
め
に

糖
尿
病
の
検
査
方
法
は

？
健
康
診
断
の
結
果
、
血
糖
値
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？
（
50
歳
・
男
性
）

糖
尿
病
か
ど
う
か
を
簡
単
に
自
己
診
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。主
治
医
や

お
近
く
の
医
療
機
関
に
相
談
し
、必
要
に
応
じ
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

心
が
け
る
こ
と
な
ど
、
生
活
習
慣
の

改
善
に
取
り
組
み
、
良
好
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
合

併
症
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（日本糖尿病学会　糖尿病診断基準より引用改変）
図：糖尿病診断基準

糖尿病型

境界型

正常高値

正常型

126

（mg/dl）

110

100

140 200

食後 120分血糖値

空
腹
時
血
糖
値
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いきいき
健康

だより
くらじの郷保健棟☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせです

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください。また、日時
の都合がつかない場合はご相談ください

● ところ　くらじの郷保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書
（ある人のみ）、個人番号
カードまたは個人番号通知
カードと本人確認ができる
もの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

　12 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者に
は事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

乳幼児健診・相談

総合健（検）診のお知らせ

特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。
平成 30 年度最後の健診です。生活習慣病予防のた
めにも年に１度は必ず受診しましょう。

と　き ところ
平成 31 年１月 27日（日）、28日（月） 総合福祉センター

● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付し

ますので電話でご連絡ください。また、申込書が
自宅に届いている人は、必要事項を記入し、ご希
望の健診日の１か月前までに返送してください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス・結核検診）、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　くらじの郷保健棟まで ～冬の感染症に注意しましょう～
　冬はウイルスや細菌による感染症が流行する
季節です。今年もインフルエンザやノロウイル
スなどの感染症が猛威を振るう
と予測されます。

予防のために…
◎手洗い、うがいを徹底�
　ウイルスや細菌は多くの場合、ウイルスなど
に触れた手を介して、口・鼻・目から体内に侵
入し、感染してしまいます。手洗いは 30 秒以上
を目安に、指や手のひらのしわの間、手首など
もよく洗い、最後は流水できれい
に洗い流しましょう。また、のど
に付着したウイルスを除去するた
めに、帰宅後にうがいを習慣づ
けましょう。

◎マスクの着用�
　感染予防はもちろんですが、鼻やのどの粘膜
の保湿も効果的です。

◎からだの抵抗力を高める�
　バランスの良い食事や適度な運動、十分な睡
眠を心がけることが大切です。

HealthINFORMATION

区　分 期　日 対象児

４か月健診 12月13日㈭ 平成 30 年 7 月 17 日から
平成 30 年 8 月 20 日生まれ

７か月健診
12月20日㈭

平成 30 年 4 月 27 日から
平成 30 年 5 月 24 日生まれ

12 か月健診 平成 29 年 12 月 01 日から
平成 29 年 12 月 31 日生まれ

１歳半健診
12月 6日㈭

平成 29 年 5 月 2 日から
平成 29 年 6 月 6 日生まれ

３歳健診 平成 27 年 11 月 2 日から
平成 27 年 12 月 6 日生まれ

乳幼児相談 12月11日㈫ 平成 30 年 9 月 15 日から
平成 30 年 10 月 12 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
● 問い合わせ　くらじの郷保健棟まで



Support国民年金からの
お知らせです

  年金の
そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

平成 31 年４月から

出産前後の一定期間の
国民年金保険料が免除されます

次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
し
た
際
に
は
、

出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

●国民年金保険料が免除される期間
出産予定日または出産日が属する月の前月から４
か月間。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日ま
たは出産日が属する月の３か月前から６か月間

●対象者
国民年金第１号被保険者で、出産日が平成 31 年
２月１日以降の人

●申請方法及び申請先
出産予定日の６か月前から提出できます。ただし、
この免除制度の始まりが平成 31 年４月１日のた
め、平成 31 年４月から提出可能となります。申
請書を、お近くの年金事務所または住民登録をし
ている市区町村の国民年金担当窓口に提出してく
ださい。

●申請に必要なもの
年金手帳、印かん、母子健康手帳（出産前に申請
する場合のみ）、出生証明書など出産日及び親子関
係を明らかにする書類（被保険者と子が別世帯の
場合のみ）

●問い合わせ
直方年金事務所☎２２局０８９１番または
鞍手町役場保険健康課国保年金係（内線２０１）
まで

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

納付※ 納付※ 免除 免除 免除 免除 納付

出産
予定月

（例）出産予定月が７月の場合

※多胎妊娠の場合は４月、５月も免除になります。

COMMENT

11−2018.12
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個人年金は、受取額から掛金（払込保険料）等を差し引いた残額が所得
になります。申告時には、このような内容の分かる証明が必要ですので、
申告前に証明が送付されない場合は、ご加入の保険会社等に確認してく
ださい。

今回のような場合は所得税の確定申告は不要ですが、町県民税（住民税）の申告が必
要になります。所得税の申告と同じように、給与・年金など収入の源泉徴収票、個人
年金や一時所得の受取の証明、生命保険料控除の証明、医療費控除の明細など該当す
るものと印かんなどを準備して、申告をしてください。

A答え

私の収入は公的年金で、金額は185万円です。年金が400万円以下な
ので確定申告はしませんでした。それ以外には、自分で加入して受け取っ
ている個人年金が 15万円あります。申告が不要だと思っていたら、平
成30年度の途中で住民税と国民健康保険税が上がりました。
個人年金も所得になるのですか。申告はどうするのでしょうか。
Q疑問

PensionQUESTION ANSWER 税務
  Q&A

役場賦課係☎42局2111番

税金の疑問に
お答えします。

■申告をお忘れなく
　所得税は、あなた自身が所得を計算し、税金を算出して納税する申告納税制度になっています。
確定申告をしなければならない人や確定申告をすれば税金が戻る人は、正しく計算し期限内に申
告を済ませてください。
　平成 23 年分確定申告から公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑
所得以外の所得金額が 20 万円以下の人は、所得税の申告は不要になりました。この場合でも、還
付を受けるための申告書を提出することはできます。
　また、次のような人は所得税がかからなくても町県民税（住民税）の申告が必要です。申告を
されないと町県民税や国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料等の正しい
算定ができない場合があります。
①遺族年金または障害年金だけを受給されている人
②農業、営業、配当、地代、家賃などの所得がある人
③生命保険料・地震保険料控除や医療費控除、社会保険料控除、扶養控除など、各種控除を受けようとす
　る人
④収入がなくても国民健康保険等に加入している人　など
※生命保険等の満期や解約等の受取金（一時所得）、個人年金（雑所得）は、お受け取りの金額によっては
申告の対象になります

　申告受付は平成 31 年２月 18 日（月）からです。所得税（税務署）の確定
申告をされた人は、町県民税の申告は必要ありません。なお、役場庁舎では
受付を行っていませんのでご注意ください。
　日程や会場など、詳しいことは平成 31 年２月号の広報でお知らせします。

確定申告の受付



12/３㊊
くらじの郷保健棟
多目的ホール

12/７㊎
中央公民館
研修室１

12/８土
古月小学校
体育館

　鞍手町では、老朽化した役場庁舎の移転建て
替えを決定し、行政内部での検討を重ねたうえで、
町の附属機関である鞍手町庁舎等建設検討委員
会に諮問して、平成 29年 12月 22日の最終答申
を経て「鞍手町庁舎等建設基本計画」を策定し
ました。
　この基本計画では、平成 32年度末の新庁舎建
設完成を目指していますが、現在のところ設計
関係予算が成立しておらず、スケジュールを含
めた基本計画の見直しが必要となっています。
　これに際して、町民の皆さんから幅広く意見・
要望等を聴取し、今後の基本計画の見直しに反映
させるため、次のとおり住民説明会を開催します。

鞍手町役場
新庁舎建設
住民説明会

開催日・会場 上記のとおり
お住まいの地区による会場の指定はありません

開催時間 19:30 ～ 21:00（90分間）

説明会内容

①これまでの経過について
②現基本計画（概要版）の説明
③基本計画の見直しにあたって（町長の考え方）
④質疑応答・意見交換

問い合わせ 鞍手町役場総務課庁舎等建設推進係
☎ 0949-42-2111（内線３２１）

13−2018.12



今
月
の
納
税
（
12
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
７

期
分

●
固
定
資
産
税
︱
第
３
期
分

納
期
限
は
12
月
25
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
12
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
６
期
分

納
期
限
は
12
月
25
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
・
保
険
料
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納

め
る
町
税
や
保

険
料
は
、
口
座

振
替
に
す
る
と

金
融
機
関
へ
行

く
手
間
が
い
ら

ず
、
納
め
忘
れ

も
な
く
て
安
心
で
す
。
毎
月

15
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ

ば
翌
月
か
ら
口
座
振
替
が
で

き
ま
す
。
申
込
用
紙
は
町
内

の
金
融
機
関
や
役
場
税
務
住

民
課
、
保
険
健
康
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
、
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
ま
で

ス
ト
ッ
プ
滞
納
�

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間

町
で
は
、
福
岡
県
及
び
県

内
市
町
村
と
連
携
し
、
個
人

住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
の
徴
収
率
の
向
上
と
滞

納
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
11
・

12
月
を
「
県
下
一
斉
徴
収
強

化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
県

下
一
斉
に
広
報
に
よ
る
納
税

推
進
、
滞
納
者
に
対
す
る
催

告
の
強
化
、
差
押
、
捜
索
等

の
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど

様
々
な
徴
収
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

納
め
忘
れ
の
税
金
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

12
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
12
月
７
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
12
月
13
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

12
月
26
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉

補
聴
器
）

　

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
12
月
６
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

12
月
25
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
12
月
27
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
の

無
料
法
律
相
談

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

12
月
10
日
（
月
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
20
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

人
権
に
関
す
る
お
悩
み
は

無
料
電
話
相
談
へ
ど
う
ぞ

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
、

第
70
回
人
権
週
間
で
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
福
岡
法
務
局

及
び
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員

2018.12−14

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23

30
24

31 25 26 27 28 29

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局5693番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗博物館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●地域包括支援センター…43局3019番

●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●くらて病院…42局1231番

●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2018 12

相
談

24
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くらしの情報

連
合
会
で
は
、
次
の
と
お
り

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
家
庭
内
の
も

め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど

悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た

ら
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
１
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
相
談　

☎
（
０
１
２
０
）

３
０
７
局
４
０
５
番
ま
で

養
育
費
に
関
す
る
相
談
は

養
育
費
１
１
０
番
へ

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
養
育
費
に
関
す

る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

弁
護
士
に
よ
る
集
中
電
話
相

談
「
養
育
費
１
１
０
番
」
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
匿
名
で

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
22
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
相
談　

☎
（
０
９
２
）
７

２
４
局
２
６
４
４
番
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎（
０

９
２
）
５
８
４
局
３
９
３

１
番
ま
で

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン

タ
ー
「N

-biz

（
エ
ヌ
ビ
ズ
）」

は
直
方
市
が
設
置
し
て
い
る

無
料
の
経
営
相
談
所
で
す
。

直
鞍
地
区
で
が
ん
ば
る
商
店
、

個
人
事
業
主
や
中
小
企
業
、

こ
れ
か
ら
創
業
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
人
の
「
起
業
し

た
い
」「
売
上
を
上
げ
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」

な
ど
の
お
悩
み
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
個
別
相
談
に
よ

る
『
知
恵
出
し
』
で
あ
ら
ゆ

る
事
業
の
相
談
に
お
こ
た
え

し
ま
す
（
１
組
約
１
時
間
）。

●
と
き　

12
月
20
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
（
事
前
予

約
制
（
先
着
７
組
））

●
と
こ
ろ　

く
ら
て
学
園　

休
憩
室（
旧
鞍
手
南
中
学
校
）

●
問
い
合
わ
せ
　
直
鞍
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

２
８
局
７
０
８
１
番
ま
で

12
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
12
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問

と
議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。
開
会

時
間
は
午
後
１
時
、
受
付
時

間
は
正
午
か
ら
。
傍
聴
の
定

員
は
30
人
で
す
。

●
一
般
質
問
　
12
月
10
日

（
月
）、
11
日
（
火
）。
た
だ

し
、
一
般
質
問
が
10
日
で

終
了
す
れ
ば
11
日
は
休
会

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、一
般

質
問
は
手
話
通
訳
に
よ
る

傍
聴
が
で
き
ま
す
。

●
議
案
質
疑　

12
月
12
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
議

会
事
務
局
（
役
場
内
）
ま
で

く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ

れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
12

月
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
休
館
日　

３
日
（
月
）、
10

日
（
月
）、
16
日
（
日
）、

17
日
（
月
）、
24
日
（
月
・

振
休
）

●
年
末
年
始
の
休
館
日　

12

月
29
日
（
土
）
か
ら
平
成

31
年
１
月
３
日
（
木
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

く
ら
じ
の
郷
旧
福
祉
棟

入
館
回
数
券
の
払
戻
し
は

お
済
み
で
す
か

く
ら
じ
の
郷
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
福
祉
棟
の
廃
止
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
「
く
ら
じ

の
郷
福
祉
棟
入
館
回
数
券
」
の

払
い
戻
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

払
い
戻
し
の
期
限
は
平
成
31

年
３
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
回
数
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
期
限
内
に
払
い
戻

し
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
払
い
戻
し
期
限　

平
成
31

年
３
月
29
日
（
金
）。
受
付

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
土・

日
・
祝
・
年
末
年
始
は
除
く
）

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
管

理
棟
事
務
室

●
払
い
戻
し
金
額　

12
枚
つ

づ
り
の
回
数
券
使
用
料
を

12
で
割
っ
た
額
に
、
払
い

戻
し
を
す
る
回
数
券
の
枚

数
を
掛
け
た
額
（
１
円
未

満
は
切
り
上
げ
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
社

会
福
祉
協
議
会
☎
４
２
局

７
８
０
０
番
ま
で

中
学
校
冬
休
み
期
間
中
は

す
ま
い
る
バ
ス
が

一
部
運
休
し
ま
す

鞍
手
中
学
校
の
冬
休
み
期

間
中
は
、
す
ま
い
る
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

●
期
間　

12
月
22
日
（
土
）

か
ら
１
月
７
日
（
月
）
ま
で

●
変
更
内
容　

鞍
手
町
バ
ス

が
い
ど
（
平
成
30
年
４
月

改
訂
版
）
の
す
ま
い
る
バ
ス

時
刻
表
の
う
ち
、
運
行
区

分
Ｂ
が
運
休
に
な
り
ま
す

●
運
行
区
分
Ｂ　

▽
み
や
わ

か
線
（
宮
田
病
院
前
～
鞍

手
駅
）
往
路
２
便
・
４
便
、

復
路
８
便
▽
倉
坂
線
（
古

門
栄
町
～
鞍
手
駅
）
往
路

７
便
、
復
路
７
便
▽
泉
水

線
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー

ナ
～
鞍
手
駅
）
往
路
６
便
、

復
路
６
便

●�

問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
振

興
課
ま
ち
づ
く
り
係
ま
で

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
を

支
援
し
ま
す

町では高齢者の移動方法を支援し、交通事故
の減少を目指すことを目的として、町内在住で
すべての運転免許証を自主返納した 70 歳以上
の人を対象に「コミュニティバス等の乗車券」
または「タクシー乗車券」のどちらか１つを交
付します。
● 対象者　次の要件をすべて満たす人が対象

です。①町内に住んでいる人（町の住民基
本台帳に記載されている人）②満 70 歳以上
の人で運転免許証を有効期限内に自主返納
した人　※免許証の有効期限切れによる失
効は対象外です

● 助成内容　次の①か②のどちらかを１人に
つき１回まで交付します。①町のコミュニ
ティバス等の回数乗車券（100 円券 12 枚つ
づり）20 冊②タクシーで利用できる回数乗
車券（500 円券 10 枚つづり）４冊　※ただ
し利用できるタクシー会社は直鞍旅客自動
車協同組合に加入しているタクシー会社に
限ります

● 申請に必要なもの　警察署や運転免許セン
ターで交付された「申請による運転免許の
取消通知書」の写し、印かん

● 申込期間　免許証を自主返納した日（取消
通知書の取消日）から起算して１年間

● 申し込み・問い合わせ　役場総務課庶務管
財係まで

満70歳以上の人が対象です

お
知

ら
せ



定
住
促
進
奨
励
金
は

未
納
の
税
金
等
が
あ
る
と

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

定
住
促
進
奨
励
金
は
、
申

請
者
及
び
同
居
の
世
帯
員
に

町
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

等
（
※
）
の
未
納
が
あ
る
と

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
定
住
促
進
奨
励
金

を
申
請
し
た
人
は
、
納
め
忘

れ
が
な
い
か
今
一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
が

来
て
い
な
い
税
金
等
に
つ
い

て
も
必
ず
期
限
内
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
税
金
等
」
と
は
、
税
金
、

保
育
料
、
給
食
費
、
水
道
料

金
な
ど
、
町
に
納
め
て
い
た

だ
く
す
べ
て
の
お
金
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
ま
ち
づ
く
り
係
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
候
補
生
等
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官

候
補
生
及
び
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
自
衛
官
候
補
生　

▽
試
験

期
日
＝
平
成
31
年
１
月
20

日
（
日
）、
21
日
（
月
）
の

う
ち
指
定
す
る
１
日
▽
試

験
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
小

倉
駐
屯
地
▽
受
験
資
格
＝

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▽
申
込
期
限
＝
平
成
31
年

１
月
11
日
（
金
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒　

▽

試
験
期
日
＝
平
成
31
年
１

月
19
日
（
土
）
▽
試
験
会

場
＝
陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

屯
地
及
び
飯
塚
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
（
予
定
）
▽
受

験
資
格
＝
中
卒
（
見
込
含

む
）
で
17
歳
未
満
の
男
子

▽
申
込
期
限
＝
平
成
31
年

１
月
７
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
自
衛
隊
飯
塚
地

域
事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

改
製
原
戸
籍
の
附
票
写
し

発
行
終
了
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
改
製
原
戸
籍
附

票
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

法
施
行
令
に
よ
る
保
存
期
間

満
了
に
伴
い
、
平
成
30
年
12

月
28
日
（
金
）
を
も
っ
て
写
し

の
発
行
を
終
了
し
ま
す
。
必

要
な
人
は
お
早
め
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
発
行
終
了
後
は
、

代
わ
り
に
保
存
が
な
い
こ
と

の
証
明
を
発
行
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
住
民
係
ま
で

お
正
月
は

海
の
道
む
な
か
た
館
へ
！

海
の
道
む
な
か
た
館
は
元
旦

か
ら
開
館
。
昔
な
が
ら
の
正
月

の
遊
び
や
伝
統
行
事
、
世
界
遺

産
・
歴
史
な
ど
楽
し
く
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

正
月
三
が
日
は
、
ぜ
ひ
海
の
道

む
な
か
た
館
へ
。

●
と
き　

平
成
31
年
１
月
１

日
（
火
・
祝
）
か
ら
３
日

（
木
）
ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

●
内
容　
（
特
別
展
）
漫
画
×

考
古
学
「
宗
像
教
授
帰
省

録
」、
沖
ノ
島
Ｖ
Ｒ
、
古
墳

時
代
の
“
亥
”
展
示
、
西

谷
館
長
の
正
月
講
座
、
絵

馬
づ
く
り
な
ど
。
詳
し

く
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://searoad.city.

m
unakata.lg.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

海
の
道
む

な
か
た
館
☎
（
０
９
４
０
）

６
２
局
２
６
０
０
番
ま
で

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集
の
お
知
ら
せ

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

31
年
度
の
訓
練
生
（
４
月
入

校
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
科
目　

①
機
械
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
④

Ｏ
Ａ
事
務
科
⑤
建
築
設
計

科
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
⑦

総
合
実
務
科

●
訓
練
期
間　

１
年
間
（
②

の
み
２
年
間
）

●
訓
練
定
員　

各
20
人
（
⑥

の
み
30
人
）

●
申
込
期
限　

平
成
31
年
１

月
24
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
（
０
９
３
）
７
４
１
局

５
４
３
１
番
ま
で

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
募
集
で
は
新

2018.12−16

くらしの情報
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鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
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◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
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鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）
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　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

40

「野外焼却」とは、法律に定められた方法に
従わずに廃棄物の焼却をすることです。野外
焼却は廃棄物処理法により禁止されており、
野外焼却を行った人には、５年以下の懲役ま
たは 1,000 万円以下の罰金が科せられます。
また、野外焼却の未遂や、野外焼却を行う目
的で廃棄物の収集または運搬をした人にも同
様の罰則が適用されます。

次のうち公益上もしくは社会の習慣上やむ
を得ないまたは周辺地域の生活環境に与える
影響が軽微である場合に限り、例外規定が適
用されます。
①国・地方公共団体がその施設の管理を行うた

めに必要な廃棄物の焼却（例：河川敷の草焼き）
②震災、風水害、火災、凍霜害そのほかの災

害の予防、応急対策または復旧のために必
要な廃棄物の焼却（例：災害等の応急対策）

③風俗習慣上または宗教上の行事を行うため
に必要な廃棄物の焼却（例：正月のしめ縄、
門松等をたく行事）

④農業、林業または漁業を営むためにやむを
得ないものとして行われる廃棄物の焼却

（例：焼き畑、畔の草及び下枝の焼却）
⑤たき火そのほか日常生活を営む上で通常行

われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
（例：落ち葉焚き、キャンプファイヤー）

５年以下の懲役等、罰則規定があります

野外焼却禁止の罰則の例外規定

野外焼却は法律で
　　　禁止されています



た
に
子
育
て
世
帯
向
け
に
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
住
戸
の
募
集

も
行
い
、
12
月
７
日
（
金
）

か
ら
９
日
（
日
）
に
内
覧
会

を
行
う
予
定
で
す
。

●
募
集
案
内
書
配
布
期
間
及

び
申
込
受
付
期
間　

12
月

17
日（
月
）か
ら
26
日（
水
）

ま
で

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊

管
理
事
務
所
直
方
出
張
所
、

役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
８
０
２
９
番
ま
で

町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
、
六
反
田
団
地
改

良
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
案
内
書
（
抽
選
方
式
）
は
、

役
場
建
設
課
建
築
係
に
て
配

布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
配
布
期
間
及

び
申
込
受
付
期
間　

12
月

11
日
（
火
）
か
ら
12
月
25

日
（
火
）
ま
で
。
時
間
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
・
振
休
は
除
く
）

●
募
集
住
宅　

六
反
田
団
地

改
良
住
宅
（
大
字
新
延
１

６
０
７
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う
事

業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た
次
の

３
社
を
追
加
指
定
し
ま
し
た
。

水
道
工
事
は
町
が
指
定
し
た
工

事
事
業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

●
株
式
会
社
ア
ク
エ
ア
ー　

▽
住
所
＝
福
岡
市
東
区
松

島
三
丁
目
１
４
番
６
号
オ

フ
ィ
ス
パ
レ
ア
松
島
Ⅰ

－

Ｂ

－

１
▽
電
話
＝（
０
９
２
）

２
６
０
局
７
２
９
８
番

●
マ
ル
モ
工
業　

▽
住
所
＝

北
九
州
市
八
幡
西
区
香
月

中
央
２
丁
目
１
０
番
３
１

号
▽
電
話
＝
（
０
９
３
）

６
１
８
局
３
２
０
２
番

●
山
和
株
式
会
社　

▽
住
所

＝
北
九
州
市
小
倉
北
区
足

原
２
丁
目
５
番
３
３
号
▽

電
話
＝
（
０
９
３
）
９
２

１
局
５
８
８
８
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
庶
務
係
ま
で

ご
み
の
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物

を
適
正
に
処
理
せ
ず
道
路
や

空
き
地
等
に
捨
て
る
行
為
で

す
。空
き
缶
、ガ
ム
の
包
み
紙
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
軽
微

な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法

投
棄
に
な
り
ま
す
。

町
内
で
も
夜
間
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
場
所
や
道
路
沿

い
、
荒
廃
地
な
ど
に
不
法
投

棄
、
ポ
イ
捨
て
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
啓
発
看

板
の
設
置
や
警
察
と
連
携
し

て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

Ｊ
Ｒ
新
飯
塚
駅
前
が

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
輝
き
ま
す

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
行
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
２
０
１
８
ク
リ
ス
マ

ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉ
ｎ
飯
塚
」

を
行
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
ビ
ー

ル
、
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
ピ
ザ
な
ど
の
飲
食

は
も
ち
ろ
ん
、
雑
貨
販
売
や

占
い
な
ど
毎
日
来
て
も
飽
き

な
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
14
日
（
金
）

か
ら
25
日
（
火
）
ま
で
。

時
間
は
、
平
日
午
前
11
時

か
ら
午
後
10
時
ま
で
、
土

日
祝
日
午
前
10
時
か
ら
午

後
10
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
新
飯
塚
駅
前

●
問
い
合
わ
せ　

ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
☎

３
２
局
８
７
０
９
番
ま
で

使
用
者
も
労
働
者
も

必
ず
確
認
、
最
低
賃
金

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
１
時

間
あ
た
り
８
１
４
円
で
す
。
県

内
の
事
業
主
は
最
低
賃
金
以
上

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

（
０
９
２
）
４
１
１
局
４
５

７
８
番
ま
で

17−2018.12

くらしの情報

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
▶全一段（縦 43㎜×横 187㎜）…１万円
▶半一段（縦 43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の 40 日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策係まで

募集します!!

町では、次のとおり２つの町立保育所と２つの
私立保育園の平成 31 年度入所受付を行います。
なお、西川第一保育所は平成 30 年度をもって閉
所するため、平成 31 年度の募集はありません。
● とき　１月４日（金）から 31 日（木）まで。

時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
（ただし木曜日は午後７時まで（役場のみ））

● 申込書配布・提出場所　▷新規入所＝役場
福祉人権課児童人権係▷継続入所・継続児
の弟妹の入所＝入所中の各保育所（園）

● 入所条件　保護者が仕事をしている、母親
が妊娠中または出産から間もない、同居親
族（長期入院等している親族含む）を常時
介護または看護しているなどの理由で、日
中保育ができない家庭の児童

● 対象者　▷町立保育所＝生後４か月から小
学校入学前までの児童▷私立保育園＝生後
８週から小学校入学前までの児童

● 保育料　保護者が負担する税額によって異
なります

● 問い合わせ　役場福祉人権課児童人権係まで

町立保育所、
私立保育園の
入所受付が始まります

役場、各保育所（園）で受け付けます

白石塾
お気軽にお問い合わせください。
個々の能力を最大限にのばします。

0949-42-7142

高 校 受 験

伝統と実績 SINCE 1970 3,580 名の卒塾生に支えられ 48 年
【冬期講習概要】【平常授業概要】 期間：12月24日 ～ １月７日

①個別授業と一斉授業の両立
②中１から入試５科目
③部活対応（授業開始 PM7:30）

特
色
学 年 科 目 曜 日 授業時間 受 講 料

小５・６ 国・算 月・水 17:00~18:00 7,000 円
中１・２ 国・数・社・理・英 月・水・金 19:30~22:00 17,000円

中３ 国・数・社・理・英 火・木・土 19:00~22:00 22,000円

入試までの最短コース！

学 年 科 目 日 数 時 間 受 講 料
中学１年 英・数・（国・理・社） ８日間 19:00~22:00 14,000円

中学２年 英・数・（国・理・社） ８日間 19:00~22:00 14,000円

中学３年 国・数・社・理・英 10日間   9:00~15:00 28,000円

１月４日
　　  から



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

交
通
事
故
な
ど
で

け
が
を
し
た
と
き
は

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
ま

ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
１
月
に
75
歳
に
な
る

人
（
昭
和
19
年
１
月
１
日
か

ら
１
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
に
は
、
12
月
中
旬
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
負
担
が
３
割

で
、
課
税
所
得
が
６
９
０
万

円
未
満
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
に
は
限
度
額
適
用
認
定

証
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認

定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
１

日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ
ん
の

で
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外

来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は

前
も
っ
て
交
付
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
外
来
診
療
に
も
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

１
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
29
年
１
月
２
日
か
ら
２

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

12
月
26
日

（
水
）、
27
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

　

2018.12−18

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【10 月中】 【累　計】
件 数 6 件（－11） 件 数 266 件（－ 7）

死 者 00人（±10） 死 者 222人（＋11）

傷 者 8 人（±10） 傷 者 85 人（－ 8）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【10 月中】 【累 計】

刑法犯総数 62 件（－26） 刑法犯総数 791 件（－ 32）

車上ねらい 0 件（－ 2） 車上ねらい 14 件（－ 24）

自転車盗難 10 件（＋ 2） 自転車盗難 72 件（－ 14）

空き巣 1 件（－ 3） 空き巣 50 件（－ 16）

生活安全課からのお知らせ

　 休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

（かっこ内は前年比）

● とき　平成 31 年１月
９日（水）午前 10 時
から午後４時まで（受
付は午後３時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページよりご確認
いただけます。
http://chokuan-medical.jp/
touchoku/touchoku.cgi



●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
書
類
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

障
害
者
週
間
に

お
い
で
な
祭
を
行
い
ま
す

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日

は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

町
で
は
、
今
後
も
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
ほ
か
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

障
害
者
週
間
の
期
間
中
に

は
、
直
方
市
商
店
街
で
開
催

さ
れ
る
直
方
五
日
市
に
お
い

て
、
お
い
で
な
祭
（
さ
い
）
を

行
い
ま
す
。
お
い
で
な
祭
で

は
、
直
鞍
地
域
の
障
が
い
福

祉
事
業
所
の
利
用
者
が
作
っ

た
商
品
（
お
菓
子
、
野
菜
類
、

雑
貨
等
）
の
販
売
や
作
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
５
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

２
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

名
も
な
き
・
ぎ
ゃ

ら
り
ぃ
（
直
方
市
殿
町
２

番
１
３
号　

旧
直
方
家
具
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
地
区

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
か
の
ん
☎
２
４

局
１
５
５
１
番
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療

平
成
30
年
度
歯
科
検
診
は

今
年
中
に
受
け
ま
し
ょ
う

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢

者
の
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎

等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、

平
成
30
年
６
月
か
ら
歯
科
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
の
受
診
期
限
は
平

成
30
年
12
月
ま
で
で
す
。
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

お
早
め
に
ご
予
約
の
う
え
、

受
診
券
を
持
っ
て
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
受
診
券
は
５
月
に

発
送
し
て
い
ま
す
。
受
診
券

を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
30
年
度
に

76
歳
に
な
る
被
保
険
者
（
昭

和
17
年
４
月
１
日
か
ら
昭

和
18
年
３
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）。
た
だ
し
、

長
期
入
院
の
人
や
施
設
入

所
の
人
等
は
除
き
ま
す
。

77
歳
以
上
に
な
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
受
診
期
限　

12
月
31
日

（
月
）

●
受
診
方
法　

実
施
医
療
機

関
に
予
約
し
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
（
実
施
医
療
機

関
は
受
診
券
と
同
封
の
文

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
）

●
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

受
診
券
、
質
問
票
、
被
保

険
者
証
、
受
診
料
３
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
は

第
九
で

ハ
ー
ト
ト
ゥ
ハ
ー
ト
第
九

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

恒
例
の
第
九
の
演
奏
・
合
唱

の
ほ
か
第
１
部
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
鞍
手
町
の
六
嶽
神

楽
が
登
場
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
24
日
（
月
・

振
休
）
午
後
１
時
開
場
、

午
後
２
時
開
演

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
大
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

第
九
ｉ
ｎ

み
や
わ
か
実
行
委
員
会
☎

（
０
９
０
）
１
１
４
３
局

２
５
９
５
番
ま
で

19−2018.12

くらしの情報

愛の
贈

り
も
の

寒さが厳しくなると水道管が凍結し、破
裂する恐れがあります。露出した水道管に
は、図１のように寝る前に糸が引く程度に
水を流したままにする、保温チューブを巻
くなどして凍結を予防しましょう。また、
メーターボックス内の凍結予防には、図２
のように布やビニール袋に新聞紙を丸めた
ものを詰めるのが効果的です。

水道管が凍って水が出なくなった場合
は、ぬるま湯をゆっくりかけて溶かしてく
ださい。熱湯をかけると、破損してしまう
恐れがありますので、ご注意ください。
● 問い合わせ　役場上下水道課上水道工

務係まで

凍結した水道管に熱湯は「厳禁�」

水道管の凍結に
備えましょう

（図１） （図２） 年末年始期間は、ごみとし尿の収集日
が次のとおり変わります。お間違えのな
いようご注意ください。
● 固形燃料用（燃える）ごみ　▷月・木

曜日の収集地区＝１月３日（木）の収
集はありません▷火・金曜日の収集地
区＝１月１日（火）の収集はありません

● 燃えないごみ・粗大ごみ　▷西川・古
月地区＝１月２日（水）の収集を 12
月 22 日（土）に変更します

● ビン・カン類　全地区変更ありません
● ペットボトル　全地区変更ありません
● し尿　▷剣・古月地区＝ 12 月 29 日（土）

の午後から１月３日（木）までお休み
します▷西川地区＝ 12 月 29 日（土）
から１月３日（木）までお休みします
※来客が多く汲み取りが心配される場
　合は事前に業者にご相談ください

● 問い合わせ　役場農政環境課生活環
境係まで

収集日をお間違いなく�

年
末
年
始
は

ご
み
と

し
尿
の

収
集
日
が

変
わ
り
ま
す
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● 町の人口・10 月の人の動き
・人口　16,121 人
・男性　 7,672 人
・女性　 8,449 人
・世帯数  7,517 世帯

（平成30年10月31日現在）

・出生  16 人
・死亡  18 人
・転入  41 人
・転出    56 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

12月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 土

2 日

3 月 鞍手町役場新庁舎建設住民説明会（くらじの郷：19時 30分～
21時、13ページ参照）

4 火 人権週間の集い講演会（中央公民館：14時～、６ページ参照）

5 水

6 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）

7 金
鞍手町役場新庁舎建設住民説明会（中央公民館：19時 30分～
21時、13ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

８ 土
子どものお話の会（中央公民館：11時～、８ページ参照）
鞍手町役場新庁舎建設住民説明会（古月小学校：19時 30分～
21時、13ページ参照）

９ 日

10 月 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、14ページ参照）

11 火
ＭＯＡ美術館児童作品展入賞作品の展示　～18日（中央公民館、
７ページ参照）
乳幼児相談（福祉センター、10ページ参照）

12 水

13 木 ４か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、14ページ参照）

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木 ７か月、12か月健診（福祉センター、10ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、14ページ参照）

21 金

22 土

23 日 天皇誕生日　真ん中くらてコンサート（中央公民館：18時～）

24 月 振替休日

25 火
国民健康保険税（第７期分）、固定資産税（第３期分）、
後期高齢者医療保険（第６期分）納期限（14ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、14ページ参照）

26 水 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、18ページ参照）

27 木 補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、18ページ参照）

28 金

29 土

30 日

31 月

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

【きのこと春菊のあんかけだし巻き卵】　１人当たりの栄養価　96kcal

　

【揚げ里芋のゆずおろし煮】　１人当たりの栄養価　170kcal

テーマ
「風邪を予防する�」

■材料（６人分）
まいたけ（45g）、しめじ（60g）、生しいたけ（45g）、春菊（60g）、

【あんの材料…だし（360cc）、しょうゆ（大さじ1.5）、みりん
（大さじ1.5）、片栗粉（大さじ１）、水（大さじ２）】、【卵液の材
料…卵（８個）、だし（300cc）、淡口しょうゆ（小さじ２）、塩

（少々）】、サラダ油（大さじ1.5）、おろし生姜（30g）

■材料（６人分）
里芋（600g）、揚げ油（適宜）、大根おろし（300g）、【Ａ…
だし汁（400cc）、しょうゆ（大さじ２）、みりん（大さじ 1.5）、
砂糖（小さじ２）】、ゆずの果汁（大さじ２）、ゆずの皮（適宜）

■作り方
① きのこは石づきを除いて食べやすくほぐす。春菊は根元

を１cm ほど切り落とし、塩少量（分量外）を加えた熱
湯に茎、葉の順に沈め、固めにゆでる。ざるにあげて冷
まし、水けをしっかり絞って、３cm 長さに切る。

② 小鍋に【あんの材料】を入れて、弱めの中火にかける。
煮立ってきたら、きのこを入れ、ひと煮立ちしたら春菊
を加えてさっと煮、水溶き片栗粉
でとろみをつける。

③ ボウルに【卵液の材料】を混ぜ合
わせ、だし巻き卵を作る。

④ 卵を切って器に盛り、②のあんを
かけ、おろし生姜をのせる。

■作り方
① 里芋は皮を厚めにむき、半分に切る。塩をふってもみ、

水で洗う。耐熱ボウルに入れ、ふんわりとラップをかぶ
せ、レンジで５分ほど加熱し、水けをふく。

② 170℃に熱した油で、里芋を素揚
げにして油をきる。

③ 鍋に【Ａ】を入れて煮立てて、揚
げた里芋を加えて２～３分煮る。お
ろし大根を加えてサッと煮て、ゆず
果汁を加える。ゆずの皮を散らす。

風邪を予防する !!
ウイルスなどから身体を守る抵抗力を高めておくことが大切です。
●たんぱく質（魚、大豆、大豆製品、卵、牛乳等）
　のどや鼻の粘膜が作られ、細胞の機能低下を防ぎ、抵抗力アップ
　に役立ちます。
●ビタミンＡ（レバー・ウナギ・人参・南瓜等）、Ｃ（果物や緑黄色
　野菜等）、Ｅ（南瓜・アーモンド・鮭等）
　体内で発生する有害な活性酸素の働きを防ぐ抗酸化作用があり、
　免疫細胞の機能低下を防ぎます。


